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西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙

八女市本町

樋口　ルリ子

「くまモン」の発案者は八女市出身だった

　当時珍しかった U − 10 のサッカー大会も 10 年となりました。
主管頂く八女サッカー協会各位に心からお礼申し上げます。ど
の世界でも練習する人全てが一流のプレーヤーになれるわけで
はありません。競争社会の厳しい現実です。そこで私は 4 年生（10
歳）以下のメンバーでチームを作って大会を開けば、小さい時
から試合を経験でき、5・6 年生になってレギュラーになれなく
てもクラブの一員として共に戦ったという喜びが共有できると
考えました。第 1 回大会は広川運動公園でした。第 8 回大会よ
り天然芝のグリーンフィールド八女で開催しています。
　オリンピックに金・銀・銅メダルがあるように、本大会でも
優勝、準優勝、三位のチームにメダルを授与します。運動会の
クラブ紹介の時、このメダルを胸に堂々と行進すると聞いてい
ます。主催者として何より嬉しいことです。
　この大会のもう一つの狙いはサッカー人口の拡大です。八女
市から高橋大輔、祐太郎兄弟、田中佑昌選手という全国トップ
レベルの選手が出ました。いつの日かこの大会経験者からエー
スストライカーが出ることを期待しています。
　今回印象に残ったのは出場選手、保護者、応援する人みんな
意識やマナーが 10 年前に比べて格段に向上したことです。指導
者も少しずつ世代交代が始まっています。
　弊社が地域貢献の一つとして始めた大会が 10 年も続き、安心
して後継者にバトンを渡せることをありがたく思っています。
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み空の「み・御」は尊いもの
の称。「み空行く雲にもかも
な」（安貴王『万葉集』）
視覚デザイン研究所

「和の色のものがたり」より

矢部川源流・杣の里の四季　�
ユキザサ（雪笹）[ ユリ科 ]

第10回
ダスキンピープル杯
ジュニアサッカー
大会を終えて

　ユキザサは矢部村では釈迦岳・御前岳周辺
に広がるブナ林の林床で見ることが出来る。
　花期は５～７月。若芽や若葉はおひたしに
して食べられる。
　また、根や根茎は鹿薬（ろくやく）という
名の生薬として頭痛薬に利用されている。
　名の由来は、小花の咲く様子が雪のように
美しく、葉が笹の葉に似ているから。

黒木町　松尾　重根

優勝メダルを胸に福島小年サッカークラブ

28．５．７

　4 月 14 日、16 日発生の熊本地震
は同県に甚大な被害を与え、現在も
多数の避難生活者が不自由な日々を
送っています。峠一つ越えたお隣り
に暮らす者として他人ごととは思え
ません。先日から、活動を封印され
ていた「くまモン」が漸く動きだし、
子供達やお年寄り相手に、愛敬をふ
りまいています。
　その「くまモン」の生まれた話で
すが、発案者「安永憲幸」さんは、
八女市馬場出身です。八女高から熊
本大学法学部を卒業後、熊本県庁に
就職されました。その後、グループ
をつくり「くまモン」を世に出すこ
とになりましたが、その矢先（クモ
膜下出血症）を発症し、55 才の若さ

で急逝されました。発案した本人は、
「くまモン」が国内トップクラスの人
気ゆるキャラに出世した事は知らな
ないままでした。
　ご母堂、静香さんは八女市にご健
在で、私たちのカラオケ仲間です。
実家には沢山の「くまモン」資料が
残されており、それをお借りして、
災害に遭われた地域や、避難生活を
余儀なくされている方々へのメッ
セージとして「がんばれ熊本」「がん
ばれ九州」のパネルを手作りで仕上
げて、行き付けの居酒屋などに置か
せて貰い支援の協力を頂いています。
　一日も早く余震が終息することを
願っています。

濱砂　國男（立花町）
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